
　
令
和
４
年
度
も
ス
タ
ー
ト
と
な

り
、
日
常
生
活
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

に
伴
い
感
染
の
対
応
を
取
り
な
が

ら
、
事
業
活
動
を
展
開
し
て
い
く

状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
こ

３
年
間
で
中
止
や
変
更
な
ど
多
く

の
活
動
が
地
域
の
皆
さ
ん
の
「
人

と
の
繋
が
り
」
を
弱
め
て
お
り
、

公
民
館
事
業
で
も
廃
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
や
団
体
も
あ

り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
な

ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
あ
り
ま
す
が
、

対
面
と
は
違
い
「
人
と
の
繋
が
り
」

の
確
保
に
は
、
十
分
な
対
応
と
は

言
え
な
い
現
状
で
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
動
き
と

し
て
、
気
軽
に
ち
ょ
っ
と
し
た
集

ま
り
の
場
を
つ
く
り
た
い
と
の
こ

と
で
「
う
た
お
う
♪
み
ん
な
で
」

「
お
び
つ
ス
マ
イ
ル
サ
ロ
ン
い
ー

ね
」
な
ど
の
活
動
も
開
始
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
は
新
し
く
「
小

櫃
ま
る
ご
と
博
物
館
」
構
想
事
業

（※

詳
細
は
紙
面
下
欄
の
と
お
り
）

も
ス
タ
ー
ト
す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
。

　
そ
し
て
、
今
年
度
の
活
動
の
柱

と
し
て
、
①
サ
ー
ク
ル
活
動
の
堅

持
（※

再
構
築
）
・
充
実
、
②
各
種

事
業
の
充
実
と
し
て
、
地
域
課
題

に
取
り
組
む
学
び
、
能
力
開
発
的

な
学
び
、
人
々
を
繋
げ
る
講
座
・

集
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
地
域
に
根

ざ
し
た
文
化
活
動
の
充
実
（
小
櫃

再
発
見
）
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
研
修
や
講
座
の
充
実
、
③
図

書
室
の
充
実
と
活
用
拡
大
の
取
り

組
み
、
④
現
状
施
設
の
修
繕
（
安

全
と
安
心
の
確
保
）
そ
し
て
施
設

再
整
備
に
向
け
て
の
準
備
な
ど
の

方
針
に
基
づ
い
て
進
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
を
小
櫃
の
皆
さ
ん

に
ご
理
解
を
賜
り
、
ご
支
援
、
ご

協
力
を
頂
き
な
が
ら
事
業
展
開
を

し
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
地
域
の
拠
点
と
な
る
公
民
館
活

動
の
充
実
を
め
ざ
し
て
努
力
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
趣
味
教
養
講
座
か
ら
ス
タ
ー
ト
】

　
昨
年
度
の
小
櫃
公
民
館
事
業

「
み
ん
な
で
う
た
お
う
（
み
な
う

た
）
」
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
が
こ

の
度
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
「
み
な
う
た
」
は
、
歌
う
こ
と

を
通
し
て
、
み
ん
な
で
一
つ
の
も

の
を
つ
く
り
あ
げ
る
楽
し
さ
を
体

験
で
き
る
場
を
作
り
た
い
と
の
思

い
か
ら
企
画
し
た
も
の
で
す
。「
歌

は
地
域
を
元
気
に
す
る
」
を
合
言

葉
に
楽
し
く
童
謡
や
唱
歌
を
斉
唱

し
ま
し
た
。

　
講
座
終
了
後
も
み
ん
な
で
歌
う

こ
と
を
続
け
た
い
と
の
受
講
者
の

思
い
が
サ
ー
ク
ル
化
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

【
う
た
お
う
♪
み
ん
な
で
】
へ

　
サ
ー
ク
ル
の
名
称
は
参
加
者
の

み
な
さ
ん
で
相
談
を
し
て
決
め
ま

し
た
。
「
み
ん
な
で
う
た
お
う
」
や

「
み
な
う
た
」
を
そ
の
ま
ま
サ
ー
ク

ル
名
に
使
用
す
る
と
い
う
案
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、「
う
た
お
う
」

と
い
う
誘
い
か
け
の
言
葉
を
強
調

し
た
い
と
の
意
見
を
受
け
て
、「
う

６月に小櫃公民館に新しいサークルが誕生しました。

引き続き会員を募集しています。

みんなで楽しく歌うことが好きな方の参加をお待ちしています。

６月に小櫃公民館に新しいサークルが誕生しました。

引き続き会員を募集しています。

みんなで楽しく歌うことが好きな方の参加をお待ちしています。

新サークル新サークル

「うたおう♪みんなで」 誕生「うたおう♪みんなで」 誕生

　
令
和
４
年
度
か
ら
小
櫃
地
域
に

あ
る
史
跡
や
名
所
、
生
活
文
化
、

自
然
な
ど
様
々
な
地
域
資
源
を
映

像
に
記
録
し
活
用
す
る
事
業
「
小

櫃
ま
る
ご
と
博
物
館
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
例
え
ば
公
民

館
の
主
催
事
業
の
地
域
学
習
講
座

「
小
櫃
学
」
で
扱
っ
た
史
跡
の
資

料
な
ど
を
も
と
に
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
動
画
配
信
し
、
史
跡
付
近
の
案

内
看
板
か
ら
映
像
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
地
に
訪

れ
た
人
が
ス
マ
ホ
な
ど
か
ら
よ
り

深
く
学
べ
る
よ
う
に
な
る
と
共

に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
地
域
を
散
策

し
な
が
ら
、
小
櫃
の
こ
と
を
深
く

知
っ
て
も
ら
い
、
小
櫃
の
魅
力
と

価
値
を
発
信
し
て
い
け
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

映
像
記
録
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
地
域
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
祭

礼
や
行
事
な
ど
、
撮
影
に
ご
協
力

い
た
だ
け
る
方
（
団
体
の
代
表
や

関
係
者
等
）
は
小
櫃
公
民
館
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

台
風
被
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
受
け
る
前
の
動
画
や
写
真
提
供

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

構
想
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

　
地
域
資
源
に
関
す
る
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
、
記
録
や
調
査
を
進

め
て
い
く
「
小
櫃
ま
る
ご
と
博
物

館
」
構
想
事
業
の
推
進
役
と
な
り

ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
学
び
た
い
、

小
櫃
の
価
値
を
広
め
た
い
と
い
う

方
や
映
像
記
録
や
動
画
編
集
に
ご

興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

地
域
全
体
を
博
物
館
に
！

　
　
　
小
櫃
ま
る
ご
と
博
物
館
構
想

令和４年度 小櫃公民館　主な事業計画

※今年度に20歳を迎える方（平成14年4月2日～平成15年4月1日生まれ）

事　業　名 実施時期 対　象

青少年教育事業

子ども会等関係者会議 5月31日 子ども会役員等

子どもひろば 夏休み・冬休み 小学生

おびつっ子たんけん隊 9月～10月 小学生

おびつっ子チャレンジ 11月～12月 小学生

青少年相談員連携事業 1月 小中学生

子どもキャンプ代替事業 7月23日 小学生

20歳のつどい 令和5年1月8日 ※

コミュニティ活性化事業

館報「おびつだより」の編集･発行
6月～3月
年4回発行

―

第48回小櫃地区文化祭 10月29日、30日 地域住民

小櫃里山コンサート 12月 市　民

おびつ地域ミニシアター 随　時 地域住民

課題解決学習推進事業

小櫃まるごと博物館構想事業 通　年 地域住民

地域学習講座「小櫃学」 7～8月 市　民

趣味教養講座「モルック」 7月～10月 地域住民

おびつスマイルサロンいーね
6月～3月
第3金曜

地域住民

小櫃地区防災講座 6月19日 地域住民

子育てチャンネル「のとばっこ」 4回程度
子育て中の
保護者

子育てサロン｢おびつな｣ 7月～1月
乳幼児と
その保護者

地域医療講演会 9月頃 地域住民

ほほえみ学級 6月～3月
60歳以上の
地域住民

高齢者学級小櫃保育園交流事業 6月～2月
60歳以上の
地域住民

「デジタル活用講座」（デジ活） 年3回 地域住民

▼
活
動
内
容
＝
構
想
推
進
員
の
定

例
会
議
（
月
１
回
程
度
）
に
お
い

て
、
記
録
収
集
に
つ
い
て
の
学
習
、

地
域
情
報
に
関
す
る
情
報
交
換
。

地
域
資
源
の
記
録
活
動
な
ど
。

▼
申
し
込
み
方
法
＝
詳
し
く
は
、

小
櫃
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
　
☎

35―

２
４
８
８

　
今
ま
で
公
民
館
の
事
業
に
参
加

さ
れ
た
経
験
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ

ん
、
初
め
て
の
方
の
お
申
込
み
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
公

民
館
で
活
動
し
て
く
れ
る
方
を
広

く
募
集
中
で
す
。
お
一
人
で
も
ご

家
族
や
ご
友
人
と
一
緒
で
も
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
各
事
業
の
詳
細
は
、
実
施
時
期

が
近
づ
き
ま
し
た
ら
公
民
館
内
で

の
掲
示
や
自
治
会
回
覧
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
小
櫃
公
民
館
の
屋
外
に
展
示
さ
れ
て
い
る
機
関
車

の
現
役
時
代
の
写
真
を
、
鹿
児
島
県
に
お
住
ま
い
の
森

永
幸
平
さ
ん
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
永

さ
ん
が
、「
Ｃ
12-

２
８
７
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検

索
し
た
と
こ
ろ
、
小
櫃
公
民
館
で
展
示
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
１
９
７
０

年
頃
に
鹿
児
島
機
関
区
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。
50

年
以
上
の
時
を
経
て
、
遠
く
九
州
の
地
か
ら
写
真
が
届

い
た
こ
と
に
不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
す
。

機
関
車
（
Ｃ
12

-

２
８
７
）
の

　
　
　
　

  

写
真
を
い
た
だ
き
ま
し
た

た
お
う
　
み
ん
な
で
」
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
。
音
楽
に
関
す
る

サ
ー
ク
ル
ら
し
く
♪
を
入
れ
て
は

ど
う
か
と
い
う
意
見
も
出
て
、「
う

た
お
う
♪
み
ん
な
で
」
に
決
定
し

ま
し
た
。

【
活
動
の
様
子
】

　
６
月
２
日
に
第
１
回
目
の
活
動

が
行
わ
れ
、
新
規
の
方
も
含
め
て

15
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
の

ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
「
故

郷
」
や
「
夏
の
思
い
出
」
な
ど
全
部

で
10
曲
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
定
期
的
に
公
民
館
に
き
れ

い
な
歌
声
が
響
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
の
活
動
が
楽
し
み
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
公
民
館
で
の
活
動

に
制
限
が
あ
る
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

新
し
い
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
た
こ

と
は
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

「
う
た
お
う
♪
み
ん
な
で
」
は
引
き

続
き
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
く
歌
う
こ
と
に
興

味
が
あ
る
方
は
ぜ
ひ
一
緒
に
歌
い

ま
せ
ん
か
！
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
う
た
お
う
♪
み
ん
な
で

日
時
　
毎
月
第
一
、
第
三
木
曜
日

　
　
　
午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

場
所
　
小
櫃
公
民
館
　
講
堂

内
容
　
発
声
練
習
、
童
謡
や
唱
歌

　
　
　
の
斉
唱
（
曲
は
参
加
者
の

　
　
　
リ
ク
エ
ス
ト
で
決
定
）

会
費
　
一
か
月
　
１
０
０
０
円

参
加
希
望
者
は
小
櫃
公
民
館
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館
事
業
へ
の
参
加
は

初
め
て
の
方
で
も
お
気
軽
に

館報おびつだより 令和４年６月１６日（木）

第224号

小櫃の人口

編集・発行

〒292-0451 ☎35-2488

君 津 市 末 吉 １ ２ ８

小 櫃 公 民 館

男　２，３２９人

女　２，３１４人

計　４，６４３人

世帯数 2,041世帯
〈令和４年５月末現在〉

〜
人
と
の
繋
が
り
こ
そ
地
域
づ
く
り
の
源
〜

現
状
の
課
題
に
向
き
合
い
、
前
進
す
る
公
民
館
活
動
を
め
ざ
し
て
！

現
状
の
課
題
に
向
き
合
い
、
前
進
す
る
公
民
館
活
動
を
め
ざ
し
て
！

君津市小櫃公民館

館長　田村　正



　
今
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
、
コ

ロ
ナ
禍
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
願
わ
く
は
終
息
し
て

い
ま
す
こ
と
、
夏
に
向
け
て
息
苦

し
さ
の
増
す
マ
ス
ク
を
す
る
必
要

が
無
く
な
っ
て
い
ま
す
よ
う
に
と

念
じ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
え
ば
、
今
年
は
薫
風
に

泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
を
見
か
け
ま
せ
ん

で
し
た
。
お
天
気
が
定
ま
ら
ず
雨

降
り
の
日
が
多
か
っ
た
か
ら
か
、

少
子
化
あ
る
い
は
不
景
気
、
そ
れ

と
も
揚
げ
下
ろ
し
の
手
間
を
惜
し

む
家
庭
事
情
か
、
な
ど
と
考
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
毎
年
の
よ
う
に
仲

間
と
登
っ
て
い
た
富
士
山
に
、
三

年
ぶ
り
に
行
く
計
画
を
立
て
ま
し

た
。
実
行
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

会
い
た
い
人
に
会
い
た
い
時
に
会

え
る
、
行
き
た
い
場
所
に
誰
は
ば

か
る
こ
と
な
く
行
け
る
、
そ
ん
な

あ
た
り
前
の
日
常
を
熱
望
す
る
今

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　（
ひ
ろ
）

【
転
出
】
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

副
館
長
　
舘
林
　
喜
昭

（
君
津
富
津
広
域
下
水
道
組
合
総

務
課
へ
）

公
民
館
主
事
　
柴
田
　
学

（
教
育
部
生
涯
学
習
文
化
課
（
兼
）

生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
（
兼
）

君
津
中
央
公
民
館
へ
）

【
転
入
】
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

副
館
長
　
榎
本
　
倫
代

（
建
設
部
道
路
整
備
課
か
ら
）

副
主
査
　
會
澤
　
直
也

（
小
糸
公
民
館
か
ら
）

職
員
の
紹
介

職
員
の
紹
介

（
小
櫃
地
区
自
治
会
連
絡
協
議
会
）

山
　
本
　
保
美
　
善
和

西
原
一
　
田
中
　
幸
夫
　
会
　
計

西
原
二
　
鈴
木
　
富
男

賀
恵
渕
　
座
間
　
文
義
　

戸
崎
一
　
林
　
富
美
夫
　
監
　
事

戸
崎
二
　
長
谷
川
敏
彦
　
監
　
事

戸
崎
三
　
松
崎
　
正
男

岩
　
出
　
鎌
田
　
　
徹

寺
　
沢
　
小
山
　
達
彦

青
　
柳
　
松
本
　
　
浩

箕
　
輪
　
栗
原
　
　
徹

上
新
田
　
山
下
　
　
豊

俵
　
田
　
藤
田
　
一
哉
　
会
　
長

末
　
吉
　
髙

　
正
治

三
　
田
　
齊
藤
　
　
正

長
谷
川
　
田
邊
　
克
巳
　
副
会
長

小
櫃
台
　
波
多
野
文
義

（
教
育
委
員
）

教
育
委
員

　
小
倉
　
洋
一
　
俵
　
田

（
社
会
教
育
委
員
）

委
　
員
　
岡
部
佐
和
子
　
西
原
一

（
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
）

副
委
員
長

　
市
原
　
朝
夫
　
寺
　
沢

委
　
員
　
水
田
　
安
政
　
末
　
吉

委
　
員
　
丸
山
由
起
子
　
俵
　
田

委
　
員
　
三
橋
　
一
文
　
戸
崎
一

（
小
櫃
の
元
気
な
こ
ど
も
を
育
て
る
会
）

会
　
長
　
安
藤
　
昭
雄
　
俵
　
田

（
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
小
櫃
支
部
）

会
　
長
　
飯
田
　
朝
夫
　
箕
　
輪

副
会
長
　
手
島
　
定
雄
　
長
谷
川

女
性
委
員
会
会
長

御
簾
納
絹
江
　
山
　
本

（
日
赤
奉
仕
団
小
櫃
分
団
）

分
団
長
　
塩
田
美
和
子
　
戸
崎
二

副
分
団
長

　
渡
辺
　
文
子
　
三
　
田

（
小
櫃
保
育
園
保
護
者
会
）

会
　
長
　
御
簾
納
勇
希
　
長
谷
川

（
小
櫃
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

会
　
長
　
鈴
木
　
隆
明
　
箕
　
輪

副
会
長
　
飯
田
　
照
夫
　
俵
　
田

副
会
長
　
田
中
久
美
子
　
西
原
一

副
会
長
　
奥
倉
　
ま
ゆ
　
箕
　
輪

（
上
総
小
櫃
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
）

会
　
長
　
小
川
　
貴
史
　
久
留
里
地
区

副
会
長
　
鳥
海
　
一
茂
　
小
櫃
地
区
（
寺
沢
）

副
会
長
　
宮
越
　
真
弓
　
松
丘
地
区

副
会
長
　
座
間
　
美
里
　
亀
山
地
区

（
小
櫃
地
区
青
少
年
相
談
員
）

会
　
長
　
前
田
　
修
司
　
末
　
吉

副
会
長
　
松
本
　
昌
之
　
青
　
柳

（
消
防
団
）

本
部
長
　
栁
井
　
明
良
　
末
　
吉

第
４
支
団
長

　
平
田
　
正
典
　
寺
　
沢

副
支
団
長

　
石
川
　
祐
介
　
俵
　
田

副
支
団
長

　
牧
野
　
繁
美
　
箕
　
輪

支
団
付
部
長

　
田
中
　
泰
貴
　
西
原
一

支
団
付
部
長

　
渡
辺
　
俊
雄
　
三
　
田

支
団
付
部
長

　
増
田
　
友
和
　
俵
　
田

第
26
分
団
長

　
鳥
海
　
靖
友
　
寺
　
沢

第
28
分
団
長

　
大
野
　
友
之
　
三
　
田

（
小
櫃
地
区
民
生
児
童
委
員
）

会
　
長
　
吉
野
　
國
雄
　
長
谷
川

副
会
長
　
宮
崎
　
幸
一
　
戸
崎
二

副
会
長
　
小
沢
　
行
江
　
戸
崎
一

（
主
任
児
童
委
員
）

小
泉
　
正
枝
　
末
　
吉

小
沢
　
行
江
　
戸
崎
一

（
小
櫃
振
興
会
）

会
　
長
　
栁
井
　
範
佳
　
末
　
吉

副
会
長
　
長
谷
川
継
夫
　
戸
崎
二

（
小
櫃
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

会
　
長
　
長
谷
川
勝
之
　
賀
恵
渕

副
会
長
　
齊
藤
　
勝
幸
　
箕
　
輪

（
交
通
安
全
協
会
小
櫃
支
部
）

支
部
長
　
時
田
　
秋
彦
　
山
　
本

（
防
犯
協
会
小
櫃
支
部
）

支
部
長
　
栁
井
　
範
佳
　
末
　
吉

副
支
部
長

　
粕
谷
喜
久
夫
　
三
　
田

副
支
部
長

　
山
田
　
高
志
　
長
谷
川

副
支
部
長

　
宮
崎
　
洋
史
　
戸
崎
三

（
小
櫃
体
育
協
会
）

会
　
長
　
三
橋
　
一
文
　
戸
崎
一

令和４年度

各
種
団
体
役
員
・
委
員
紹
介

飯田 田村館長 會澤

佐々木 田丸榎本副館長

館報おびつだより 令和４年６月１６日（木）

集

後

記

編

この春、小櫃地区の公的機関に

新しく着任された方に

インタビューをして、

これからの抱負などを伺いました

よ

おが

こ

①出身はどちらですか？

②小櫃の印象、好きなところを教えてください。

③趣味や好きなことは何ですか？

④今後の抱負を教えてください。

①現在は君津市南子安に住んでい

ますが、生まれは九州福岡県です。

②自然が豊かなところは言うまで

もありませんが、地域の方々が学

校教育に対してとにかく協力的な

ことが印象に残っています。私自身が平成25年から５年間、

小櫃中学校でお世話になっていた時、様々な場面で助けて

いただきました。

③若いころ、野球をやっていたので、野球観戦が大好きで

す。少年野球からプロ野球まで時間があればスポーツ広

場やマリンスタジアム等に足を運びます。

④小櫃小学校の学校教育目標は「笑顔いっぱい、元気いっ

ぱい、やる気いっぱい、小櫃っ子」です。小櫃地区の自然

や文化、伝統を生かし、家庭や地域との連携を深めながら、

「さわやかあいさつができる子、目標に向かって挑戦する子、

進んで学び、友だちと高めあう子」の育成を目指します。

　現在、感染症予防対策で教育活動に様々な制限があり

ますが、その時の状況に応じた実現方法を模索しながら進

めていきたいと思います。地域の皆様のご理解、ご協力を

よろしくお願いいたします。

小櫃小学校

校　長　木下　和弘

①君津市です。清和地区出身です。

②10年前にも小櫃保育園で勤務

をしていました。その頃からとて

も温かく受け入れていただき、た

くさんの思い出ができた場所です。安心できる場所です。

③旅行ですが、今は行けないので旅番組をよく見ています。

家にいるときは主にアメリカの海外ドラマを録画していま

すので、それをゆっくり見ることも楽しみです。

④感染対策を続けながら、保育園での行事が少しでもでき

るように工夫を行い、子どもたちにとって楽しい場、一人ひ

とりが成長できる場になるように職員一同取り組んでいき

たいです。地域の方の協力を得ながら、交流を行い皆で子

どもたちの成長を見守っていきたいと思います。よろしく

お願いいたします。

小櫃保育園

園　長　尾﨑真由美

①実家は、富津市の大貫です。現

在は君津市杢師三丁目に住んでお

ります。

②教諭時代は卓球部の顧問を長く

やらせていただいており、当時は小櫃中学校の生徒にとて

も強い選手がたくさんおり、とても驚いたことを覚えてお

ります。

　私は平成17年から４年間亀山中学校に勤務し、平成24

年から６年間久留里中学校に勤務しておりました。そして

今回小櫃の地に建つ上総小櫃中学校に勤務させていただ

きとても光栄に感じております。小櫃地区はとても美しい

地域だと感じております。

③今趣味にしていることは、休みの日にしかできませんが、

家の周辺をウオーキングすることです。

④上総小櫃中学校に慣れ、学区の方々とも協力していきた

いと思います。

上総小櫃中学校

教　頭　飯田　昌利

①君津市の小櫃地区出身です。

②房総半島の中部に位置する小櫃

の里は、古来から有名な穀倉地帯

として繁栄した、小櫃川を中心と

する豊かで平坦広大な耕地は、史実と史蹟等、文化的遺産

のとても多い所です。

　多くの年輪を有する尊い郷土を築いた先人を思うと、胸

が高鳴ります。

③日々の生活に追われていますが、部屋に家の周りにある

花材をアレンジして、自由に生けることで楽しんでいます。

④生まれ育った小櫃で、公民館の仕事に携わる事ができ、

大変嬉しく思います。

　しかし生涯学習の拠点として、多種多様な学習の実践・

支援を行う公民館事業の幅の広さに、戸惑いを感じており

ます。『明るく、親しみやすい、感動を共有できる小櫃公

民館』を地域の皆様と共に、目指してまいりたいと思います。

ご支援とご指導の程よろしくお願い申し上げます。

小櫃公民館

副館長　榎本　倫代

①出身はここ小櫃です。小櫃保育

園、小櫃小学校、小櫃中学校に通

いました。

②緑が輝く、自然豊かな風景が好

きです。

　いい意味で昔から変わらないところが、懐かしくほっと

できます。

③若いころはテニスなどしていましたが、今はお家でのん

びりすることが至福の喜びです。

④一昨年まで小櫃公民館でお世話になりましたが、また

故郷の小櫃に戻ってまいりました。行政センターは公民館

の中に併設されておりますので、訪れる方の懐かしい顔ぶ

れがちらほら見られ、うれしくなります。

　行政センターは、小さな窓口ですが、地域の皆さんにとっ

て一番身近な市役所の窓口です。各種手続き、申請受付

はもちろん、小さな困りごとなど市役所に行くのはちょっ

と敷居が高いなと感じる方もお気軽にお越しください。

地域に寄り添った行政センターを目指し、少しでも皆さん

のお役に立てるよう職員一同、精一杯努めてまいります。

よろしくお願いします。

小櫃行政センター

所　長　石川　歩美


